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l　ラグボルト ×４

m　皿ネジ ×４

k　コンクリートアンカー ×４ｊ　ラグボルトワッシャー ×４i　M4/M6 スペーサー ×４

h　M6 ワッシャー ×４g　M４ワッシャー ×８f　M６ - ３５ボルト ×４e　M６‐１２ボルト ×４

a　テレビブラケット ×１ d　M4 - ３０ボルト ×４c　M４ - １２ボルト ×６b　壁面プレート ×１

ステップ１ RC 構造（コンクリート）壁への取り付け

テレビを取り付けたい位置を決め、壁面プレート（b）をコンクリート壁に固定します。石材用ドリルを用いてネジ

穴を壁に開けます。

※木壁や石膏ボードへの設置の場合、３Pへお進みください。

コンクリート壁

左図のように、コンクリート壁にコンクリートアンカー（ｋ）が入る穴を開けます。

コンクリート壁にアンカーがスッポリと埋まるように押し込みます。

緩みやガタツキが少しでもある場合は、設置を中断して、内装業者・電設業者様に

相談してください。

アンカーを壁と同一

レベルまで押し込みます
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３

テレビの背面にあるネジ穴に

ネジとワッシャーを用いて

テレビブラケットを固定しま

す。

テレビの背面に凹凸がある場

合、スペーサーを使用して接

続します。

ステップ２

金具の上下に注意金具の上下に注意

テレビの背面がフラットの場合 テレビの背面に凹凸がある場合

●スペーサー

黒いプラスチックのチューブです。これを

金具とテレビの間に入れる事で、

テレビ背面の凹凸や曲面に対応します。

石膏ボード等の壁の場合、壁の裏側に間柱（スタッド）が

あれば設置可能です。くれぐれも間柱が無い石膏ボードへ

の設置はお控えください。壁の強度不足で落下の危険が生

じます。

間柱センサー（壁裏に間柱があるかを電気的に調べる道具

です。ホームセンター等で比較的安価で販売されています）

やキリ等で壁裏の間柱を見つけ、そこにドライバー（電動

ドライバー）で壁面プレート（ｂ）を壁に取り付けます。

ステップ１
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間柱スタッド（補強不要）壁への取り付け

間柱センサー

間柱（スタッド）センサーやキリ等を使って、石膏ボード等の裏にある

間柱を見つけましょう。間柱に対して壁面ボルト（I）を打ち込まな

いと十分な強度が得られません。

ご注意
お取り付けのテレビがVESA75mmか100mmの場合、テレビブラケットを分離して正方形の部分のみ
お使いください。
VESA100×200mmや200×200mmの場合、分離せずに、下図のように設置ください。

m

3 点留めの場合

皿ネジ（m）をお使いください。

ワッシャー（j）は、使用しないでください。




